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法人会は税のオピニオンリーダーとして企業の発
展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄
に貢献する経営者の団体である。

武蔵野法人会ホームページ
https://www.musashino-hojinkai.or.jp/

INFORMATION

MUSASHINO HOUJINKAI

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

法
人
会
の
理
念

3
4
6
7

10

12
14
15
17
18
19

2018

※この冊子を発行している法人会は下記の方針で活動しています。

僧侶であり詩人でもあるティク・ナット・ハンは、一服のお茶の楽しみ方につ
いて語っている。今という瞬間に完全に目覚めていなければ、その香りや甘さ
や繊細な味わいを感じとることはできないと。
過去のことや将来のことを思い煩っていれば、気がつくと茶碗にはもうお茶は
ない。人生もこれと同じ。過去は学び手放し未来を夢見、但し両方とも今はな
い。過去を気に病むのをやめ未来を心配するのをやめた時、今という瞬間に
いることができる。その時に人生の喜びを十分に味わうことが始まるであろう。
 伊藤隆子

今月の副会長のひとこと

表紙は「かいぼり」で井の頭池の水が抜かれたところです。「かいぼ
り」とは、生態系の回復と水質改善を目的として、池の水を抜いて池
の底を天日干しするというもの。井の頭池では地域団体や市民ボラ
ンティアとともに、この1月に3回目が実施されました。お花見の季
節には池の水も元に戻る予定です。

■今月の表紙  「井の頭池　かいぼり29」
（写真提供：東京都西部公園緑地事務所）

共益委員会「会員交流会」開催のお知らせ第52回 通常総会開催のご案内
「第52回 通常総会」が次のとおり開催されますので、ご案内申し上げます。 会員同士の親睦を深める有益な情報交換の場です。入会された

ばかりの方も、今までなかなか法人会の事業に参加できなかっ
た方も、ぜひご参加ください。

女性部会で行っている「タオル1本運動」のタオル収集箱を、
法人会館事務局・大会議室に設置しております。事業所・ご
自宅でご不用の新品のタオルがございましたら、法人会にお立
ち寄りの際にぜひご持参ください。

過去2回のかいぼりで絶滅危惧種の水草「イノカシラフラスコ
モ」が復活するなど、生態系が改善していると期待されています。

新品のタオルを集め、
地域の福祉施設など
に寄付する活動です。
タオルの寄付は常時
受け付けております。

「タオル１本運動」にご協力を！
不要タオル収集箱設置のお知らせ

「井の頭池　かいぼり29」の様子

日　時：2018 年 3月23日（金）18：00 ～ 20：00
会　場：法人会 大会議室
参加費：会員は2,000 円

詳細はHPをご参照ください
https://www.musashino-hojinkai.or.jp/archives/2166

皆様のご協力をお待ちしております。
https://www.musashino-hojinkai.or.jp/archives/2101

   月号  

March・April

3・4

タオル一本運動
とは…？

弁財天池の周辺からは
湧水が浸み出しています

池に残っている生き物を救い出す
「おさかなレスキュー隊」

昨年の総会の様子

支部・部会・専門部会の全体会議の開催日程が決まりましたのでお知らせいたします。29 年度の事業報告及び収支報告、30 年度
の事業計画（案）及び予算（案）の報告がありますので、支部・部会の会員の皆様のご出席をよろしくお願いいたします。

●会議室の使用は会員に限定されます。また、使用目的が営利目的、特定の政治活動・宗教活動、その他事務局が管理上支障
があると認められた場合は、使用できませんのでご留意願います。

●予約方法：所定の申込み用紙に必要事項をご記入の上、
　事務局までお送りください。（ＦＡＸ、Ｅ－ｍａｉｌ等）

●お支払いは振込みか当日現金にてお支払いください。
　　　振込先：多摩信用金庫武蔵野支店（普通）0083060
　　　　　　　　（口座名）公益社団法人 武蔵野法人会

全
体
会
議
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

吉祥寺北第一支部：４月　９日（月）吉祥寺第一ホテル
吉祥寺北第二支部：４月１０日（火）武蔵野法人会館
吉祥寺南支部　　：４月　９日（月）吉祥寺東急ＲＥＩホテル
武蔵野西支部　　：４月１３日（金）吉祥寺東急ＲＥＩホテル
三鷹中央支部　　：４月２４日（火）三鷹市公会堂さんさん館
井の頭支部　　　：４月２４日（火）三鷹市公会堂さんさん館
三鷹東支部　　　：４月２４日（火）三鷹市公会堂さんさん館
三鷹西支部　　　：４月２４日（火）三鷹市公会堂さんさん館

小金井南支部　　　：４月２０日（金）小金井市商工会館
小金井北支部　　　：４月２０日（金）多摩信用金庫小金井支店
青年部会　　　　　：４月１９日（木）吉祥寺東急ＲＥＩホテル
女性部会　　　　　：４月　５日（木）武蔵野法人会館
不動産賃貸専門部会：４月１１日（水）武蔵野法人会館
運輸専門部会　　　：４月23日（月）会場調整中
士業専門部会　　　：４月１６日（月）武蔵野法人会館

「支部・部会全体会議」開催スケジュール

武蔵野法人会館　貸会議室のご案内

日　時

平成30年度の年会費のお支払いにつきましては、次のとおりとなっておりますので、
よろしくお願いいたします。

年会費の
お支払いについて
口座引落 お振込み

４月中旬に振込用紙と会費請求書をお送りいたします。 引落し日は ４月27日（金） ＊引落し１週間前に通知を
　お送りいたします。

時間帯 午　前
９：００～１２：００

午　後
１３：００～１６：３０

夜　間
１７：００～２１：００

終　日
９：００～２１：００

￥1,500 ￥2,000 ￥2,500 ￥5,000

￥2,000 ￥3,000 ￥4,000 ￥11,000

会議室

小会議室

大会議室

（注１）冷暖房費は上記室料に含まれます
（注２）備品代…・プロジェクター：３００円　・ワイヤレスマイク等の放送設備、演台、スクリーン等の備品：上記室料に含まれます

6月15日（金）  17：30～（予定）

会　場 吉祥寺第一ホテル　▶総会　７階春日の間　▶懇親会　８階天平の間

その他 通常総会のご案内は5月中旬頃に郵送いたします。

＊終了後、懇親パーティを開催いたしますので、併せてご出席くださいますようお願いいたします。

その他ご不明の点がございましたら、事務局までご連絡ください

【公益社団法人武蔵野法人会　事務局】
〒180-0006　武蔵野市中町2-11-13
TEL　0422-51-1441　FAX　0422-55-5544
E-mail　 mhoujin@jcom.zaq.ne.jp
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平成30年度税制改正の
　　　　　　　 概要を知る

税制委員会がお届けする
税制研修のコーナー

税務
の

第14回

　
平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
が
平
成
29
年
12
月

22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
改
正
で
は
法
人

課
税
、
資
産
課
税
、
個
人
所
得
課
税
等
の
見
直
し
が

図
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

１
．
法
人
課
税…

賃
上
げ
に
積
極
的
な
中

小
企
業
の
税
負
担
軽
減

•

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
促
す

た
め
に
、
賃
上
げ
金
額
の
一
定
割
合
の
税
額
控
除
が

で
き
る
措
置
を
３
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
講
じ

ま
す
。

２
．
資
産
課
税…

事
業
継
承
税
制
を
拡
充

•

中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
ス
ム
ー
ズ
な

事
業
継
承
を
促
す
た
め
設
け
ら
れ
た
事
業
継
承
税
制
が
、

10
年
間
の
特
別
措
置
と
し
て
抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。

•

左
記
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
拡
充
に
よ
り
、
事
業
承
継
を

さ
ら
に
後
押
し
す
る
改
正
が
な
さ
れ
ま
す
。

３
．
個
人
所
得
課
税…

各
種
控
除
額
の
見
直
し

で
高
所
得
者
の
税
負
担
増

•

給
与
所
得
控
除
と
公
的
年
金
等
控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
分
基
礎
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
請
負
等
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て

も
、
控
除
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

•

ま
た
、
給
与
所
得
控
除
の
適
正
化
と
し
て
、
給
与
収
入
が

８
５
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
控
除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
子
育
て
世
帯
・
介
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

４
．
そ
の
他

①
　
国
際
観
光
旅
行
税（
出
国
税
）の
創
設

•

観
光
先
進
国
の
実
現
に
向
け
た
観
光
基
盤
の
拡
充
・
強
化

を
図
る
た
め
の
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
際
観
光
旅
行

等
の
出
国
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円
の
負
担
を
求
め
る
国

際
観
光
旅
行
税
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

②
　
た
ば
こ
税
で
は
１
本
当
た
り
３
円
へ
、
平
成
30
円
10
月

１
日
よ
り
３
回
に
分
け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
最
近
普
及
し
て
い
る
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い

て
課
税
区
分
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
主
な
改
正
点
を
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
詳
し
く
は
財
務
省
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

理
士
へ
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

６
〜
７
月
頃
を
目
途
に「
税
制
実
務
研
修
会
」の
一
環
と
し

て
、「
事
業
承
継
税
制
」を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
決
定
次
第
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

　
法
人
会
で
は
毎
年
、
会
員
企
業
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
税
制
改
正
要
望
を
ま
と
め
、
政
府
に
提
言
し
て
い

ま
す
。
法
人
会
の
要
望
に
沿
っ
た
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
３
月
末
か
ら
４
月
中
旬
に
か

け
て
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
も
是
非
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

H29

（賃上げ率2.5％＋教育訓練費
増加等の要件を満たす場合）

１５％控除

H32H31H30

2５％控除（賃上げ率1.5％以上の場合）

適用
要件

税額
控除

改正前

納税猶予の対象株式数

●事業継承税制改正

納税猶予割合

雇用確保要件

贈与者（被相続人）の要件

承継パターンの拡大

経営環境の変化に
対応した減免制度

（会社を譲渡、解散、合併
等した場合）

改正前 改正後

総株式の最大
３分の２が対象

納税猶予の対象株式の
80%（相続税）

贈与税は改正前より全額が対象

全株式が対象

納税猶予の対象株式の
100％（相続税）

代表権を有していた者
代表権を有していた者
以外も対象とする。　

改正後

•以下全ての要件を満たすこと
①雇用者給与等支給額が基準事業年度（Ｈ24）から３％以上
増加している
②雇用者給与等支給額が前事業年度以上である
③平均給与等支給額が前事業年度より増加している

（基本）
給与等支給総額の対基準年度増加額の10％

（基本）
給与等支給総額の対前年度増加額の15％

（上乗せ）
①要件
•平均給与が前年給与より２％以上増加

（控除限度額）法人税額の20％を上限とします

②上乗せ措置
•給与等支給総額の対前年度増加額の12％を上乗せ
•基本部分との合計で給与等支給総額の対基準年度増加額
の22％が上限

（上乗せ）
①要件（以下全てを満たす）
•平均給与が前年給与より2.5％以上増加
•以下のＡ、Ｂのいずれかを満たす
Ａ：当期の教育訓練費が前期の1.1倍以上の場合
Ｂ：中小企業等経営強化法の認定に係る経営力向上計画に記
載された経営力向上が確実に行われたことの証明がある

②上乗せ措置
•給与等支給総額の対前年度増加額の25％

•以下全ての要件を満たす
左記の①（基準年度との比較）、②（前年度との比較）の要件は
撤廃③平均給与等支給額が前事業年度より1.5％以上増加し
ている

経営継承期間の一定
の基準日における雇
用の平均が８割を割
ると納税猶予は打ち
切り

経営継承期間一定の
基準日における雇用
の平均が８割を満た
さない場合でも、そ
の理由を記した書類
を都道府県に提出す
れば、納税猶予は継
続される。

先代経営者１人から
後継者１人のみ対象

複数人からの特定経
営者への承継や代表
権を有する複数人へ
の承継も対象とする

原則、株式の贈与・
相続時の相続税評価
額を全額納付する。

その時点での株式価
値を再計算して、差
額を減免する。
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平成30年度税制改正の
　　　　　　　 概要を知る

税制委員会がお届けする
税制研修のコーナー

税務
の

第14回

　
平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
が
平
成
29
年
12
月

22
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
改
正
で
は
法
人

課
税
、
資
産
課
税
、
個
人
所
得
課
税
等
の
見
直
し
が

図
ら
れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

１
．
法
人
課
税…

賃
上
げ
に
積
極
的
な
中

小
企
業
の
税
負
担
軽
減

•

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
賃
上
げ
を
促
す

た
め
に
、
賃
上
げ
金
額
の
一
定
割
合
の
税
額
控
除
が

で
き
る
措
置
を
３
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て
講
じ

ま
す
。

２
．
資
産
課
税…

事
業
継
承
税
制
を
拡
充

•
中
小
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
ス
ム
ー
ズ
な

事
業
継
承
を
促
す
た
め
設
け
ら
れ
た
事
業
継
承
税
制
が
、

10
年
間
の
特
別
措
置
と
し
て
抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。

•

左
記
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
拡
充
に
よ
り
、
事
業
承
継
を

さ
ら
に
後
押
し
す
る
改
正
が
な
さ
れ
ま
す
。

３
．
個
人
所
得
課
税…

各
種
控
除
額
の
見
直
し

で
高
所
得
者
の
税
負
担
増

•

給
与
所
得
控
除
と
公
的
年
金
等
控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
分
基
礎
控
除
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
請
負
等
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て

も
、
控
除
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

•

ま
た
、
給
与
所
得
控
除
の
適
正
化
と
し
て
、
給
与
収
入
が

８
５
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
控
除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
子
育
て
世
帯
・
介
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

４
．
そ
の
他

①
　
国
際
観
光
旅
行
税（
出
国
税
）の
創
設

•

観
光
先
進
国
の
実
現
に
向
け
た
観
光
基
盤
の
拡
充
・
強
化

を
図
る
た
め
の
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
国
際
観
光
旅
行

等
の
出
国
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円
の
負
担
を
求
め
る
国

際
観
光
旅
行
税
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

②
　
た
ば
こ
税
で
は
１
本
当
た
り
３
円
へ
、
平
成
30
円
10
月

１
日
よ
り
３
回
に
分
け
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
最
近
普
及
し
て
い
る
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い

て
課
税
区
分
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
主
な
改
正
点
を
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
詳
し
く
は
財
務
省
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

理
士
へ
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

６
〜
７
月
頃
を
目
途
に「
税
制
実
務
研
修
会
」の
一
環
と
し

て
、「
事
業
承
継
税
制
」を
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
決
定
次
第
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

　
法
人
会
で
は
毎
年
、
会
員
企
業
か
ら
集
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
税
制
改
正
要
望
を
ま
と
め
、
政
府
に
提
言
し
て
い

ま
す
。
法
人
会
の
要
望
に
沿
っ
た
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
３
月
末
か
ら
４
月
中
旬
に
か

け
て
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
も
是
非
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

H29

（賃上げ率2.5％＋教育訓練費
増加等の要件を満たす場合）

１５％控除

H32H31H30

2５％控除（賃上げ率1.5％以上の場合）

適用
要件

税額
控除

改正前

納税猶予の対象株式数

●事業継承税制改正

納税猶予割合

雇用確保要件

贈与者（被相続人）の要件

承継パターンの拡大

経営環境の変化に
対応した減免制度

（会社を譲渡、解散、合併
等した場合）

改正前 改正後

総株式の最大
３分の２が対象

納税猶予の対象株式の
80%（相続税）

贈与税は改正前より全額が対象

全株式が対象

納税猶予の対象株式の
100％（相続税）

代表権を有していた者
代表権を有していた者
以外も対象とする。　

改正後

•以下全ての要件を満たすこと
①雇用者給与等支給額が基準事業年度（Ｈ24）から３％以上
増加している

②雇用者給与等支給額が前事業年度以上である
③平均給与等支給額が前事業年度より増加している

（基本）
給与等支給総額の対基準年度増加額の10％

（基本）
給与等支給総額の対前年度増加額の15％

（上乗せ）
①要件
•平均給与が前年給与より２％以上増加

（控除限度額）法人税額の20％を上限とします

②上乗せ措置
•給与等支給総額の対前年度増加額の12％を上乗せ
•基本部分との合計で給与等支給総額の対基準年度増加額
の22％が上限

（上乗せ）
①要件（以下全てを満たす）
•平均給与が前年給与より2.5％以上増加
•以下のＡ、Ｂのいずれかを満たす
Ａ：当期の教育訓練費が前期の1.1倍以上の場合
Ｂ：中小企業等経営強化法の認定に係る経営力向上計画に記
載された経営力向上が確実に行われたことの証明がある

②上乗せ措置
•給与等支給総額の対前年度増加額の25％

•以下全ての要件を満たす
左記の①（基準年度との比較）、②（前年度との比較）の要件は
撤廃③平均給与等支給額が前事業年度より1.5％以上増加し
ている

経営継承期間の一定
の基準日における雇
用の平均が８割を割
ると納税猶予は打ち
切り

経営継承期間一定の
基準日における雇用
の平均が８割を満た
さない場合でも、そ
の理由を記した書類
を都道府県に提出す
れば、納税猶予は継
続される。

先代経営者１人から
後継者１人のみ対象

複数人からの特定経
営者への承継や代表
権を有する複数人へ
の承継も対象とする

原則、株式の贈与・
相続時の相続税評価
額を全額納付する。

その時点での株式価
値を再計算して、差
額を減免する。
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　「
武
蔵
野
法
人
会
新
春
の
つ
ど

い
」
は
１
月
12
日
、
吉
祥
寺
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
竹
内
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で「
昨

年
は
『
つ
な
ぐ
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
し
た
。
継
続
は
力
な
り
、
と
い

う
よ
う
に
、
今
年
は
つ
な
い
だ
絆

を
し
っ
か
り
と
結
ぶ
年
に
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
、

益
々
の
発
展
を
め
ざ
す
法
人
会
で

あ
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
阿
部

卓
郎
武
蔵
野
税
務
署
長
と
各
市
長

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
鏡
開
き
、

乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
引
で
は
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い

七
福
神
が
描
か
れ
た
眼
鏡
拭
き
が

当
た
り
、
な
ご
や
か
な
歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員

合
唱
で
心
を
一
つ
に
し
、
結
び
は

伊
藤
隆
子
副
会
長
の
締
め
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年

２
０
１
8
年
１
月
12
日（
金
）

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

新
春
の
つ
ど
い

「つなぐ・結ぶ・ともに歩む」法人会でありたい

●
お
知
ら
せ
● 

各
活
動
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
ア
プ
リ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

委
員
会・支
部・部
会

月

2018
12～2

報告

清原三鷹市長 西岡小金井市長

阿部武蔵野税務署長

松下武蔵野市長

鏡開き

全員合唱「一月一日（いちげついちじつ）」

中締め　伊藤副会長 300人が集う華やかな会場

乾杯  
高橋武蔵野税務署副署長

竹内会長

司会　宮原さん

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
を
語
り
合
う

　
１
月
24
日
（
水
）
法
人
会
館
に
て
武
蔵
野
、
三
鷹
、
小
金
井

３
市
の
教
育
委
員
会
の
方
々
を
お
招
き
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

職
場
体
験
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
小
金
井
市
の
担
当
者
の
方
は
急
用
の
た
め
欠
席
と
な
り

ま
し
た
が
、
法
人
会
の
会
員
企
業
も
合
わ
せ
て
35
名
も
の
参
加

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
と
課
題
、
体
験
談
な
ど
を

話
し
、
活
発
な
情
報
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
各
市
の
取
り
組
み

方
に
違
い
こ
そ
あ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
や
重
要
性
は
同

じ
と
と
ら
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
や
、
担
当

の
方
々
が
苦
労
し
な

が
ら
も
熱
意
を
も
っ

て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
実
際
に
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ

る
会
員
企
業
の
方
か
ら
も
、「
企
業
側
に
と
っ
て
も
従

業
員
の
刺
激
に
な
っ
た
」「
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
へ
の
取
り
組

み
方
が
変
わ
っ
た
な
ど
、
予
想
外
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
話
が
い
く
つ
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
職
場
体
験
が

学
校
側
と
企
業
側
、
双
方
に
と
っ
てW

in

ーW
in

な
取

り
組
み
と
な
り
得
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
後
へ
の
期
待
が

◎ 

公
益
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
教
育
情
報
交
換
会

経
営
者
が
最
低
限

　知
っ
て
お
く
べ
き

　
　
　
　
　成
功
の
秘
訣

　
１
月
24
日
（
水
）
法
人
会
館
に
て
、『
売
上
拡
大
に

繋
が
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
道
の
プ
ロ
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
営

業
に
活
か
す
基
本
知
識
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
は
パ
ソ
コ

ン
で
は
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
仕
様
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
わ
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
、
多
く
の
気
づ
き
を
得
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
公
益
委
員
会
　
吉
田
政
利
）

◎ 

公
益
委
員
会

研
修
会

膨
ら
む
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

向
け
て
」
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
軽
食
を

取
り
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
フ

リ
ー
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
あ
り
方
や
、
法
人
会
が
ど
の
よ
う
な
協

力
が
で
き
る
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
公
益
委
員
会
　
山
田
誠
一
郎
）
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　「
武
蔵
野
法
人
会
新
春
の
つ
ど

い
」
は
１
月
12
日
、
吉
祥
寺
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
竹
内
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で「
昨

年
は
『
つ
な
ぐ
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
し
た
。
継
続
は
力
な
り
、
と
い

う
よ
う
に
、
今
年
は
つ
な
い
だ
絆

を
し
っ
か
り
と
結
ぶ
年
に
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
、

益
々
の
発
展
を
め
ざ
す
法
人
会
で

あ
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
阿
部

卓
郎
武
蔵
野
税
務
署
長
と
各
市
長

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
鏡
開
き
、

乾
杯
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
引
で
は
新
年
に
ふ
さ
わ
し
い

七
福
神
が
描
か
れ
た
眼
鏡
拭
き
が

当
た
り
、
な
ご
や
か
な
歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員

合
唱
で
心
を
一
つ
に
し
、
結
び
は

伊
藤
隆
子
副
会
長
の
締
め
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年

２
０
１
8
年
１
月
12
日（
金
）

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

新
春
の
つ
ど
い

「つなぐ・結ぶ・ともに歩む」法人会でありたい

●
お
知
ら
せ
● 

各
活
動
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
ア
プ
リ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

委
員
会・支
部・部
会

月

2018
12～2

報告

清原三鷹市長 西岡小金井市長

阿部武蔵野税務署長

松下武蔵野市長

鏡開き

全員合唱「一月一日（いちげついちじつ）」

中締め　伊藤副会長 300人が集う華やかな会場

乾杯  
高橋武蔵野税務署副署長

竹内会長

司会　宮原さん

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
を
語
り
合
う

　
１
月
24
日
（
水
）
法
人
会
館
に
て
武
蔵
野
、
三
鷹
、
小
金
井

３
市
の
教
育
委
員
会
の
方
々
を
お
招
き
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

職
場
体
験
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
小
金
井
市
の
担
当
者
の
方
は
急
用
の
た
め
欠
席
と
な
り

ま
し
た
が
、
法
人
会
の
会
員
企
業
も
合
わ
せ
て
35
名
も
の
参
加

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
状
と
課
題
、
体
験
談
な
ど
を

話
し
、
活
発
な
情
報
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
各
市
の
取
り
組
み

方
に
違
い
こ
そ
あ
れ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
や
重
要
性
は
同

じ
と
と
ら
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
や
、
担
当

の
方
々
が
苦
労
し
な

が
ら
も
熱
意
を
も
っ

て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
実
際
に
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ

る
会
員
企
業
の
方
か
ら
も
、「
企
業
側
に
と
っ
て
も
従

業
員
の
刺
激
に
な
っ
た
」「
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
へ
の
取
り
組

み
方
が
変
わ
っ
た
な
ど
、
予
想
外
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
」

と
い
っ
た
話
が
い
く
つ
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
職
場
体
験
が

学
校
側
と
企
業
側
、
双
方
に
と
っ
てW

in

ーW
in

な
取

り
組
み
と
な
り
得
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
後
へ
の
期
待
が

◎ 

公
益
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
教
育
情
報
交
換
会

経
営
者
が
最
低
限

　知
っ
て
お
く
べ
き

　
　
　
　
　成
功
の
秘
訣

　
１
月
24
日
（
水
）
法
人
会
館
に
て
、『
売
上
拡
大
に

繋
が
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
道
の
プ
ロ
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
、
営

業
に
活
か
す
基
本
知
識
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
は
パ
ソ
コ

ン
で
は
な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
仕
様
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
な
ど
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
わ
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
、
多
く
の
気
づ
き
を
得
た
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
公
益
委
員
会
　
吉
田
政
利
）

◎ 

公
益
委
員
会

研
修
会

膨
ら
む
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

向
け
て
」
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
軽
食
を

取
り
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
フ

リ
ー
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
あ
り
方
や
、
法
人
会
が
ど
の
よ
う
な
協

力
が
で
き
る
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
公
益
委
員
会
　
山
田
誠
一
郎
）
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12
月
19
日
（
火
）、
三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
ム

ラ
ッ
ド
に
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
エ
ン
ジ
ョ
イ 

in

ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
音
響
も
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
た
会

場
で
、
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｏ（
ウ
ル
ハ
モ
）」
に
歌
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20
代
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
の
歌

声
は
素
晴
ら
し
い
！
　
参
加
者
一
同
感
動
で
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
後
の
交
流
会
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
三
鷹
東
支
部
　
渥
美
典
尚
）

◎ 

三
鷹
４
支
部
合
同

ク
リ
ス
マ
ス
会

写
真
で
た
ど
る
井
の
頭
公
園  

100
年
の
歩
み

　
２
月
９
日（
金
）、
吉
祥
寺「
大
鵬
本
店
」に
て「
い
の
け
ん（
井
の
頭
公
園

検
定
）」の
発
案
者
で
も
あ
る
㈱
文
伸
の
川
井
社
長
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
開
園
100
周
年
を
迎
え
た
井
の
頭
公
園
の
戦
前
、
戦
後

そ
し
て
現
在
に
至
る
歩
み
を
、
貴
重
な
写
真
と
と
も
に
軽
快
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
川
井
氏
を
交
え
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
井
の
頭
公

園
へ
の
思
い
を
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
　（
井
の
頭
支
部
　
小
山
雅
巳
）

◎ 

井
の
頭
支
部

地
域
情
報
交
換
会

山
あ
り
谷
あ
り『
女
性
経
営
者
の

泣
き
笑
い
人
生
』を
拝
聴

　
１
月
26
日（
金
）、
女
性
部
会
員
で
も
あ
る
日
本
料
理「
瑞
鳳
」に
て
新
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
石
黒
副
会
長
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
、
栗
田
相
談
役

の
音
頭
で
乾
杯
し
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
㈱
上
床

代
表
取
締
役
の
上
床
敬
子
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
、
巧
み

な
話
術
に
引
き
こ
ま
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（
女
性
部
会
　
山
田
裕
美
）

◎ 

女
性
部
会

新
年
会

詳
細
は
H
P
へ

初
の
試
み
、武
蔵
野
税
務
署
と
の
意
見
交
換
会

　
１
月
29
日
（
月
）、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
武
蔵

野
税
務
署
と
当
会
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
武
蔵
野
税
務
署
か
ら
は
阿
部
署
長
、
髙
橋

副
署
長
、
今
野
法
人
課
税
第
１
統
括
官
、
渡
邊
上

席
の
４
人
、
当
会
か
ら
は
谷
副
会
長
、
倉
林
委
員

長
以
下
13
人
が
出
席
し
、
な
ご
や
か
に
質
疑
応
答

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
今
後

も
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 （
税
制
委
員
会
　
倉
林
秀
樹
）

◎ 

税
制
委
員
会

意
見
交
換
会

詳
細
は
H
P
へ

同
好
会
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
化
！

　
同
好
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
２
年
が
経
過
し
た
12
月
13

日
（
水
）、
第
２
回
目
と
な
る
同
好
会
連
絡
協
議
会
が

法
人
会
館
で
開
催
さ
れ
、
各
同
好
会
の
代
表
の
方
が
過

去
１
年
の
活
動
報
告
や
決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　「
同
好
会
っ
て
何
？
」「
同
好
会
に
入
っ
て
み
た
い
！
」

そ
ん
な
方
は
、
ぜ
ひ
法
人
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
好
会
は
５
名
以
上
の
法
人
会
員
の
方
が
そ
ろ

え
ば
、
新
し
く
結
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ス
キ
ー
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
囲
碁
や
将
棋
な
ど
、
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
平
成
30
年
１
月
末
現
在
、
活
動
中
の
同
好
会
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
①
ゴ
ル
フ
　
②
テ
ニ
ス
　
③
駅
伝
　
④
書
道
　

　
⑤
山
菜
採
り
　
⑥
写
真
　
⑦
カ
ラ
オ
ケ

　
⑧
麻
雀
　
　
⑨
卓
球
　
　
⑩
ダ
ー
ツ

　
詳
細
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
usashino-hojinkai.or.jp/activity/outline/club

（
共
益
委
員
会
　
久
保
田
光
弘
）

◎ 

共
益
委
員
会

同
好
会
連
絡
協
議
会

伝
統
芸
能
、講
談
を
楽
し
む

プ
ロ
の
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
12
日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
法
人
会
館
大
会

議
室
に
て
、
三
鷹
市
在
住
の
女
性
講
談
師
、
日
向
ひ

ま
わ
り
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
話
芸
の
「
落
語
」
と
の
違
い
や
成
り
立
ち
の
お

話
の
後
、
お
得
意
と
さ
れ
る
古
典
も
の
か
ら
、
忠
臣

蔵
に
ま
つ
わ
る
講
談
を
一
席
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
会
場
を
「
呑
み
助
処 

は
や
と
ち
り
」
へ
移
し
忘
年
会
を
開
催
、
講
師
も
交
え
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　  （
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
　
森
正
太
郎
）

◎ 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

研
修
会

会
員
交
流
会
も
大
盛
況
！

　40
人
以
上
が
参
加

　
12
月
13
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、
平
成
29
年
度
第
２
回
目
と
な
る
「
会
員
交
流
会
」
が
法
人

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
前
段
で
行
わ
れ
た
「
同
好
会
連
絡
協
議
会
」
か
ら
引

き
続
い
て
参
加
さ
れ
た
方
を
含
め
40
人
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

共
益
委
員
会

会
員
交
流
会

　
今
回
は
、初
め
て
会
場
を「
横
長
」に
し
て
使
い
、

よ
り
交
流
を
深
め
ら
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
た
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
活
気
の
あ
る
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
た
め
、
新
た
に
「
ダ
ー
ツ
同
好
会
」

（
12
月
15
日
付
の
共
益
委
員
会
で
正
式
認
可
）

の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
ほ
か
、

１
月
29
日
（
月
）
に
は
初
の
試
み
と
し
て
「
同

好
会
合
同
新
年
会
」
の
開
催
が
決
ま
る
な
ど
、

非
常
に
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
「
会
員
交
流
会
」
は
３
月
23

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
共
益
委
員
会
　
久
保
田
光
弘
）

ジ
ャ
ズ
に
ケ
ー
キ
に
ビ
ン
ゴ
で
親
睦
を
深
め
る

　
毎
年
恒
例
の
新
入
会
員
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
、
12
月
６
日
（
水
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
８
人
の
新
入
会
員
が
参
加
さ
れ
、
自
己
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
Ｌ
ｉ

Ｌ
ｉ
さ
ん
と
阿
部
瑠
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
素
晴
ら
し
い
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
交
流
会
で
は
、
武
蔵
野
４
支
部
担
当

の
伊
藤
副
会
長
も
参
加
さ
れ
、
大
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
入
場
セ
レ
モ
ニ
ー
、
そ

し
て
着
席
で
の
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
。
続

い
て
支
部
長
か
ら
の
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン

や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
、
参
加
者
全
員
に
景
品
が
用
意
さ

れ
て
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
大
変
盛
り
上
が
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
吉
祥
寺
南
支
部
　 

斎
藤
興
一
）

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

新
入
会
員
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ
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12
月
19
日
（
火
）、
三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
ム

ラ
ッ
ド
に
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
エ
ン
ジ
ョ
イ 

in

ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
音
響
も
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
た
会

場
で
、
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｏ（
ウ
ル
ハ
モ
）」
に
歌
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20
代
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
の
歌

声
は
素
晴
ら
し
い
！
　
参
加
者
一
同
感
動
で
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
後
の
交
流
会
に
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
三
鷹
東
支
部
　
渥
美
典
尚
）

◎ 

三
鷹
４
支
部
合
同

ク
リ
ス
マ
ス
会

写
真
で
た
ど
る
井
の
頭
公
園  

100
年
の
歩
み

　
２
月
９
日（
金
）、
吉
祥
寺「
大
鵬
本
店
」に
て「
い
の
け
ん（
井
の
頭
公
園

検
定
）」の
発
案
者
で
も
あ
る
㈱
文
伸
の
川
井
社
長
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
開
園
100
周
年
を
迎
え
た
井
の
頭
公
園
の
戦
前
、
戦
後

そ
し
て
現
在
に
至
る
歩
み
を
、
貴
重
な
写
真
と
と
も
に
軽
快
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
川
井
氏
を
交
え
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
井
の
頭
公

園
へ
の
思
い
を
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
　（
井
の
頭
支
部
　
小
山
雅
巳
）

◎ 

井
の
頭
支
部

地
域
情
報
交
換
会

山
あ
り
谷
あ
り『
女
性
経
営
者
の

泣
き
笑
い
人
生
』を
拝
聴

　
１
月
26
日（
金
）、
女
性
部
会
員
で
も
あ
る
日
本
料
理「
瑞
鳳
」に
て
新
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
石
黒
副
会
長
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
、
栗
田
相
談
役

の
音
頭
で
乾
杯
し
、
美
味
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
㈱
上
床

代
表
取
締
役
の
上
床
敬
子
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
、
巧
み

な
話
術
に
引
き
こ
ま
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（
女
性
部
会
　
山
田
裕
美
）

◎ 

女
性
部
会

新
年
会

詳
細
は
H
P
へ

初
の
試
み
、武
蔵
野
税
務
署
と
の
意
見
交
換
会

　
１
月
29
日
（
月
）、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
武
蔵

野
税
務
署
と
当
会
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
武
蔵
野
税
務
署
か
ら
は
阿
部
署
長
、
髙
橋

副
署
長
、
今
野
法
人
課
税
第
１
統
括
官
、
渡
邊
上

席
の
４
人
、
当
会
か
ら
は
谷
副
会
長
、
倉
林
委
員

長
以
下
13
人
が
出
席
し
、
な
ご
や
か
に
質
疑
応
答

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
今
後

も
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 （
税
制
委
員
会
　
倉
林
秀
樹
）

◎ 

税
制
委
員
会

意
見
交
換
会

詳
細
は
H
P
へ

同
好
会
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
化
！

　
同
好
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
２
年
が
経
過
し
た
12
月
13

日
（
水
）、
第
２
回
目
と
な
る
同
好
会
連
絡
協
議
会
が

法
人
会
館
で
開
催
さ
れ
、
各
同
好
会
の
代
表
の
方
が
過

去
１
年
の
活
動
報
告
や
決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　「
同
好
会
っ
て
何
？
」「
同
好
会
に
入
っ
て
み
た
い
！
」

そ
ん
な
方
は
、
ぜ
ひ
法
人
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
好
会
は
５
名
以
上
の
法
人
会
員
の
方
が
そ
ろ

え
ば
、
新
し
く
結
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ス
キ
ー
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
囲
碁
や
将
棋
な
ど
、
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
平
成
30
年
１
月
末
現
在
、
活
動
中
の
同
好
会
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
①
ゴ
ル
フ
　
②
テ
ニ
ス
　
③
駅
伝
　
④
書
道
　

　
⑤
山
菜
採
り
　
⑥
写
真
　
⑦
カ
ラ
オ
ケ

　
⑧
麻
雀
　
　
⑨
卓
球
　
　
⑩
ダ
ー
ツ

　
詳
細
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.m
usashino-hojinkai.or.jp/activity/outline/club

（
共
益
委
員
会
　
久
保
田
光
弘
）

◎ 

共
益
委
員
会

同
好
会
連
絡
協
議
会

伝
統
芸
能
、講
談
を
楽
し
む

プ
ロ
の
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス

　
12
月
12
日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
法
人
会
館
大
会

議
室
に
て
、
三
鷹
市
在
住
の
女
性
講
談
師
、
日
向
ひ

ま
わ
り
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
話
芸
の
「
落
語
」
と
の
違
い
や
成
り
立
ち
の
お

話
の
後
、
お
得
意
と
さ
れ
る
古
典
も
の
か
ら
、
忠
臣

蔵
に
ま
つ
わ
る
講
談
を
一
席
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
会
場
を
「
呑
み
助
処 

は
や
と
ち
り
」
へ
移
し
忘
年
会
を
開
催
、
講
師
も
交
え
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　  （
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
　
森
正
太
郎
）

◎ 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

研
修
会

会
員
交
流
会
も
大
盛
況
！

　40
人
以
上
が
参
加

　
12
月
13
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、
平
成
29
年
度
第
２
回
目
と
な
る
「
会
員
交
流
会
」
が
法
人

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
前
段
で
行
わ
れ
た
「
同
好
会
連
絡
協
議
会
」
か
ら
引

き
続
い
て
参
加
さ
れ
た
方
を
含
め
40
人
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

共
益
委
員
会

会
員
交
流
会

　
今
回
は
、初
め
て
会
場
を「
横
長
」に
し
て
使
い
、

よ
り
交
流
を
深
め
ら
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
た
こ

と
も
あ
り
、
よ
り
活
気
の
あ
る
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
多
数
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
た
め
、
新
た
に
「
ダ
ー
ツ
同
好
会
」

（
12
月
15
日
付
の
共
益
委
員
会
で
正
式
認
可
）

の
設
立
に
向
け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
ほ
か
、

１
月
29
日
（
月
）
に
は
初
の
試
み
と
し
て
「
同

好
会
合
同
新
年
会
」
の
開
催
が
決
ま
る
な
ど
、

非
常
に
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
「
会
員
交
流
会
」
は
３
月
23

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
共
益
委
員
会
　
久
保
田
光
弘
）

ジ
ャ
ズ
に
ケ
ー
キ
に
ビ
ン
ゴ
で
親
睦
を
深
め
る

　
毎
年
恒
例
の
新
入
会
員
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
、
12
月
６
日
（
水
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
８
人
の
新
入
会
員
が
参
加
さ
れ
、
自
己
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
Ｌ
ｉ

Ｌ
ｉ
さ
ん
と
阿
部
瑠
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
素
晴
ら
し
い
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
交
流
会
で
は
、
武
蔵
野
４
支
部
担
当

の
伊
藤
副
会
長
も
参
加
さ
れ
、
大
き
な

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
入
場
セ
レ
モ
ニ
ー
、
そ

し
て
着
席
で
の
コ
ー
ス
料
理
を
堪
能
。
続

い
て
支
部
長
か
ら
の
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン

や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
、
参
加
者
全
員
に
景
品
が
用
意
さ

れ
て
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
大
変
盛
り
上
が
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
吉
祥
寺
南
支
部
　 

斎
藤
興
一
）

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

新
入
会
員
歓
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ
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ベテランの経営哲学 ガンバル若手経営者その48 その48

ングが最も気を遣うところなのですが、これには私
の母の長年の審美眼がものをいうんですよ。

　家政婦業をもっと知ってもらいたい
　実は私は工作機械メーカーのエンジニアだったの
ですが、30代で家政婦紹介所の仕事に入りました。
当時は掃除や洗濯、料理、産前産後のお世話など、
家事手伝いの依頼が多かったのですが、時代ととも
に変化して今や7割は介護サービスの依頼です。最
近はヘルパー資格を持つ家政婦も多く、特にうちで
は家政婦業と介護保険とを併用できるので、利用者
の方に大変好評いただいています。
　これも祖母には先見の明があり、2000年に介護
保険が導入されるのを受けて指定居宅介護支援・訪
問介護事業者㈱はじめケアセンターを開業。さらに
地域の居場所づくりとして武蔵野市内に特別養護老
人ホーム「親の家」も開所し、私は現在、家政婦紹
介所とともに携わっています。
　これからも家政婦のスキルアップにつとめ、お困
りの方を「おかげさま」の心で支えて参ります。

「一期一会」の思いを胸に
人生のお見送り

エッ
セ
イ

祖父の代から91年続く葬儀業

「おかげさま」の心を大切に
困っている方をお手伝い

けて300回をめざしたいですね。
　お見送りする方とは「一期一会」
　最近では「家族葬」もずいぶん広まり、また、そ
の人らしいお見送りを希望する方も増えてきまし
た。私の心に残るお葬式は、60歳代の女性の方で、
出棺の際、霊柩車に乗せる間に参列者全員が「すみ
れの花咲く頃……」と歌われたのです。そう、故人
様はタカラジェンヌだったのです。胸にこみあげる
ものがありました。
　こうした葬儀も自社斎場の寿量会館で行いまし
た。1日１組の施行ですのでゆったりしたお別れが
できます。宗教や宗派も問いませんし、エレベー
ターあり、バリアフリーの斎場です。私どもでは、
祭壇の脇に生前の思い出の写真を伸ばして思い出
コーナーを作成し、葬儀の写真も撮影してアルバム
にして差し上げております。
　長い間この仕事をしていて感じるのは、人との出
会いはまさに「一期一会」ということ。この思いを胸
にご遺族の心に寄り添い、偲ぶ心を大切にしたお葬
式をお手伝いさせていただければと思っています。

　葬儀業は「心を得る仕事」
　おかげさまで「あさの」は今年、創業91年目を迎
えました。私の祖父の代に荻窪で創業し、父の兄弟
4人がこの多摩地域で葬儀業を営んでいます。父は
現在の場所で開業し、私も学生時代から手伝いをし
ながら仕事を覚えました。
　私は葬儀社とは「心を得る仕事」だと思っている
のです。気持ちの通い合ったスタッフとともに強い
チームワークでご遺族を支える。この仕事に誇りを
持って長年やってきました。
　時代とともに変わるお葬式のあり方
　それにしても私の若いころと今とでは、お葬式の
あり方も変わってきたと思います。人の死は「忌む
べきこと」から「大切な人を見送るセレモニー」へ。
そこで、葬儀の知識も知っていただきたいと思い、
20年前から地域を中心に月に1～ 2回、無料の「お
葬式セミナー」を開催しています。生前に記入して
おく「エンディングノート」も作成しています。「終
活」という言葉もなかったころからですが、こうし
た活動がＮＨＫの『クローズアップ現代』で取り上
げられたこともあります。セミナーも200回を超え、
会員も今では7600人になりました。これからも続

井の頭支部

三鷹市井の頭 2－8－2

株式会社　あさの
淺野　晴夫さん（68歳）

武蔵野市中町 1－29－5

有限会社　一 家政婦紹介所
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はじめ

　祖母が会社を興した女一代記　
　「一」と書いて「はじめ」と読みます。これは祖母の
伸枝が創業する際、家紋が丸に一文字であることと、
一から会社を興す気持ちを込めたと聞いています。
　祖母は太平洋戦争の戦火を逃れて都内から現在の
三鷹駅北口にやってきて、親族の不動産業などを手
伝っていたそうですが、昭和30年、家政婦紹介所を
興します。その後は介護事業所や老人ホームを手掛
けるなど、現在の基礎を立ち上げました。女一代記
みたいですね（笑）
　今は亡き祖母の信条は「『おかげさま』の心を大切
に、地域の困っている人を助けたい」というもので、
両親も3代目の私もその心を引き継いでいます。

　お客様とスタッフとのマッチングがポイント
　家政婦紹介所と聞くとテレビドラマの『家政婦は
見た！』『家政婦のミタ』を連想する方も多いでしょ
うね。お客様から依頼を受けて、およそ140人の家
政婦の中から希望内容にふさわしい人を紹介してい
ます。そうそう、紹介状を持って「一家政婦紹介所
から参りました」と利用者のお宅にうかがうのはド
ラマと同じですね。このお客様と家政婦とのマッチ

に
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ん
ば
ん
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か
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ベテランの経営哲学 ガンバル若手経営者その48 その48

ングが最も気を遣うところなのですが、これには私
の母の長年の審美眼がものをいうんですよ。
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【日　時】 2018年5月12日（土）～22日（火）全16公演
 （開演時間はご確認ください）
【会　場】 半蔵門　国立劇場　大劇場
【観劇料金】 税込・全席指定　法人会割引あります。
  一等席10,100円　二等席4,200円　
  三等席2,600円　特等席12,000円（30席）

【日　時】 2018年5月29日（火） 19：00開演
【会　場】 武蔵野市民文化会館　小ホール　武蔵野市中町3－9－11
【チケット】全席指定　一般5,000円　友の会4,500円
【出　演】 キングズシンガーズ
 プログラム：ルネッサンス音楽からビートルズ、日本歌曲まで
 「スカロボー・フェア」「オブラディ・オブラダ」「大きな古時計」 などを予定
【問い合わせ】 武蔵野文化事業団　TEL：0422－54－2011

●前進座  五月国立劇場公演 ●キングズシンガーズ　結成50周年記念ワールドツアー

【募集期間】 2018年5月7日（月）～21日（月）
   （消印有効）
【　　賞　　】 最優秀賞1作、優秀作2作、副賞と

して原画個展、特に優れた作品は
「星と森の絵本」シリーズとして出
版（該当なしの場合もあります）。　

【応　　募】未発表作品に限ります。応募方法な
ど詳細はお問い合わせください。

【問い合わせ】 三鷹市星と森と絵本の家
   三鷹市大沢2－21－3（国立天文台内）
   TEL：0422－39－3401
   FAX：0422－39－3402

●第5回三鷹市星と森と絵本の家回廊ギャラリー展示
　絵本作品公募のお知らせ　　

【日　時】  2018年3月31日（土）
 15：00開演（14：30開場）
【会　場】 小金井 宮地楽器ホール　大ホール
【チケット】 全席指定　S席4,500円　A席3,500円
 学生席2,000円
 会員S席4,000円　A席3,200円
 ※未就学のお子様の入場はご遠慮く
 　ださい。
【出　演】 林美智子（メゾ・ソプラノ） 望月哲也（テノール）
 福田進一（ギター） 佐久間由美子（フルート） 
【問い合わせ】小金井 宮地楽器ホールチケットデスク（2階事務室）
   TEL：042－380－8099
   （10：00～19：00／休館日第2･3火曜日を除く）
   小金井 宮地楽器ホールインターネットチケットサービス
   http://koganei-civic-center.jp/

●開館5周年記念事業　FOCUSこがねい
　演劇的組歌曲「悲歌集」
林 望・作詩＆野平一郎・作曲による歌曲
集。言葉と音の繊細な魅力が味わえる大
人のための特別企画です！

この広報誌の中でも登場している法人会のマスコット「けんたくん」。法人会
の使命である「社会貢献」の「献」＝「犬」にちなんで生まれたキャラクターで
す。名前は全国法人会連合会の広報誌「ほうじん」誌上で公募して、応募
総数329点の中から選ばれたそうですよ。
法人会のマリンブルーのシンボルマークとともに、全国各地の法人会の広報
誌やオリジナルグッズなど、さまざまな場面で活躍しています。よろしくね！

●いまさらですが、ご紹介。法人会のキャラクター「けんたくん」

「天体」「宇宙」をテーマにした、今まで
にない新鮮な絵本の原画を募集

太宰治の作品『人間失格』『失敗園』をモチーフに、ダンスユニットCHAiroiPLIN
がお道化て踊る!?

明治維新150年。文明開化の大波に大作者・黙阿弥が送り出した “ざんぎり喜劇” 世界を牽引する最高のアカペラアンサンブル。
ケンブリッジ大学の若者達が結成し、50 年を経て挑むワールドツアー

●太宰治作品をモチーフにした演劇公演　CHAiroiPLIN 『ERROR』 ～踊る小説４～

河竹黙阿弥＝作 「人間万事金世中」
にんげんばんじかねのよのなか

【前進座チケット専用】
　0422－49－0300
　（9：30～18：00日祝第2・4土休）
　前進座ウェブサイト
　http://www.zenshinza.com/

「三文オペラ」 撮影：福井理文

【日　時】2018年4月21日（土）～30日（月･祝）全11公演 （開演時間はご確認ください）
【会　場】 三鷹市芸術文化センター 星のホール　三鷹市上連雀6－12－14
【チケット】全席自由席・日時指定・整理番号付 
 【会員】前売2,600円・当日2,900円
 【一般】前売3,000円・当日3,300円
 【学生】2,000円（前売･当日とも） 
 【高校生以下】1,000円（前売･当日とも）
【問い合わせ】 公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団　TEL：0422－47－5122
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【チケット】全席指定　一般5,000円　友の会4,500円
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 会員S席4,000円　A席3,200円
 ※未就学のお子様の入場はご遠慮く
 　ださい。
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【問い合わせ】小金井 宮地楽器ホールチケットデスク（2階事務室）
   TEL：042－380－8099
   （10：00～19：00／休館日第2･3火曜日を除く）
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●いまさらですが、ご紹介。法人会のキャラクター「けんたくん」

「天体」「宇宙」をテーマにした、今まで
にない新鮮な絵本の原画を募集

太宰治の作品『人間失格』『失敗園』をモチーフに、ダンスユニットCHAiroiPLIN
がお道化て踊る!?

明治維新150年。文明開化の大波に大作者・黙阿弥が送り出した “ざんぎり喜劇” 世界を牽引する最高のアカペラアンサンブル。
ケンブリッジ大学の若者達が結成し、50 年を経て挑むワールドツアー

●太宰治作品をモチーフにした演劇公演　CHAiroiPLIN 『ERROR』 ～踊る小説４～

河竹黙阿弥＝作 「人間万事金世中」
にんげんばんじかねのよのなか

【前進座チケット専用】
　0422－49－0300
　（9：30～18：00日祝第2・4土休）
　前進座ウェブサイト
　http://www.zenshinza.com/

「三文オペラ」 撮影：福井理文

【日　時】2018年4月21日（土）～30日（月･祝）全11公演 （開演時間はご確認ください）
【会　場】 三鷹市芸術文化センター 星のホール　三鷹市上連雀6－12－14
【チケット】全席自由席・日時指定・整理番号付 
 【会員】前売2,600円・当日2,900円
 【一般】前売3,000円・当日3,300円
 【学生】2,000円（前売･当日とも） 
 【高校生以下】1,000円（前売･当日とも）
【問い合わせ】 公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団　TEL：0422－47－5122

武蔵野
＊Musashino

小金井
＊Koganei

＊Mitaka

三鷹

ほうじん むさしの
MUSASHINO HOUJINKAIMUSASHINO HOUJINKAI
ほうじん むさしの 122018年3月5日2018年3月5日 No.437No.43713

情
報
局

＊Musashino

＊Koganei

＊Mitaka

「
む
さ
し
の
」
エ
リ
ア
の

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

知ればきっとためになる、
行ったらきっと楽しくなる



のご紹介
WELCOME

2017年
　  １月１日 ～ 2017年

　  12月31日
順不同／敬称略  2017年12月31日現在
入会申込書より引用新入

会員
吉
祥
寺
北一

ライブ・トゥルー株式会社
代表者：坂井　敏代
住所：武蔵野市中町３-２３-１３　　電話：0422-38-7832

［介護事業］吉
祥
寺
北
二

代表者：大西　将
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-２０-１１ カーサ・エスポワール103  電話：0422-56-8727

［建設業（リフォーム）］吉
祥
寺
北一

代表者：長谷川　正義
住所：武蔵野市吉祥寺南町１-１０-８

吉
祥
寺
南

ＡＬＬＥＹ
代表者：林　宏美
住所：武蔵野市吉祥寺本町１-１-４-２階  

［フラワーアレンジメント教室］吉
祥
寺
北一

株式会社 ネクストローカル
代表者：二宮　朗
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１５-１９ 吉祥寺アライビル３０２  電話：0422-47-1395

［イベント企画、クーポン事業］吉
祥
寺
南

株式会社 ビジュアライフ「スタジオかしゃっと。」
代表者：田中　豊
住所： 武蔵野市吉祥寺東町2-1-6 ドルチェ吉祥寺1F　電話：0422-27-6088

［写真業］吉
祥
寺
北一

Ｍ＆Ｓ ＹＡＭＡＤＡコンサルタンツ合同会社
代表者：山田　光彦
住所：武蔵野市吉祥寺南町２-２５-７　　電話：0422-39-9130

吉
祥
寺
南

株式会社 クレッセントフーズ
代表者：曽田　弘満
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-４-１１ ウインズ・ギャラリー７Ｆ　電話：0422-27-1947

［貿易業］吉
祥
寺
北一

ハビターレ株式会社
代表者：石塚　美惠子
住所：武蔵野市西久保１-１-１ 井野ビル２０１  電話：042-238-9958

［不動産業］

［コンサルタント業］

武
蔵
野
西

有限会社 マサグループ
代表者：中島　正晴
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-３５-１１ 元町スギビル１階  電話：0422-38-8744

［古時計修理、販売、輸入］吉
祥
寺
北一

株式会社 ＣＨＥＲＲＹ
代表者：福田　成宏
住所：武蔵野市関前３-４-１８　　電話：0422-51-8756

［不動産賃貸］武
蔵
野
西

代表者：岩澤　勝
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１０-７ ４Ｆ  電話：0422-21-2733

吉
祥
寺
北一

代表者：清本　正法
住所：武蔵野市境２-２-１２　　電話：0422-51-1841

［不動産賃貸業］

［加圧、ヨガ、筋膜リリース、コアトレーニング］

武
蔵
野
西

株式会社 Ｔサービス
代表者：武田　知之
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１２-２　　電話：0422-26-9949 

［ＯＡ機器販売］吉
祥
寺
北一

株式会社 ラク
代表者：生田目　砂月
住所：武蔵野市境２-１４-１０  クレール武蔵野３０１

武
蔵
野
西

株式会社 アドコンダクター
代表者：影山　篤
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１２-２ ＫＮ-ｌａｂ７号　電話：0422-27-1891

［広告代理業］吉
祥
寺
北一

株式会社 すまいの住空間
代表者：井口　護
住所：武蔵野市緑町１-１-１７　　電話：0422-60-3881

［不動産］

［舞台制作、芸能］

武
蔵
野
西

株式会社Office Breath
代表者：本多　夏帆
住所：武蔵野市中町３-１５-４　　電話：0422-90-2091

［コンサルティング、士業］吉
祥
寺
北
二

株式会社 演劇集団  円
代表者：橋爪　功
住所：三鷹市下連雀４-１４-３２ 興信三和ビル２号  電話：0422-29-8135

三
鷹
中
央

株式会社 Ｍａｌｌｏｗ Ｂｌｕｅ ［サービス業］株式会社 清本ビル

株式会社 方舟

株式会社 横浜銀行 吉祥寺支店

［情報通信開発］

［銀行業］

代表者：内田　義治
住所：武蔵野市吉祥寺本町１-１４-５　　電話：0422-20-6200

株式会社 たすかけ

どうぞよろしく
お願いします！

ようこそ！ようこそ！
　武蔵野法人会へ！　武蔵野法人会へ！

　こ
の
入
会
が
仲
間
づ
く
り
に

　役
立
つ
よ
う
に

　
ま
ず
、
当
事
業
の
担
当
委
員
会
で
あ
る
共

益
委
員
会
の
久
保
田
委
員
長
は
、
本
日
出
席

さ
れ
た
方
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
や
未
だ
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た

め
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
方
も
含
め
、

平
成
29
年
度
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
会
員
す

べ
て
に
向
け
て
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
法
人
会
へ
の
入
会
を
今
後
の
仲
間
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
開
会
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

　「よ
き
経
営
者
を

　め
ざ
す
も
の
の
団
体
」

　
続
い
て
、
竹
内
会
長
が
「
よ
う
こ
そ
、
武

蔵
野
法
人
会
へ
！
」
と
歓
迎
の
挨
拶
に
立
ち

ま
し
た
。
冒
頭
で
は
法
人
会
の
歴
史
に
触
れ
、

昭
和
25
年
の
創
立
時
に
は
１
０
０
数
社
で
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
戦
後
の
混
乱
期
に
「
申

告
納
税
制
度
」
の
定
着
を
め
ざ
し
た
活
動
を

続
け
、
平
成
23
年
4
月
か
ら
は
公
益
社
団
法

人
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
団
体
と
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
、
創
立
当
初
か
ら
「
よ
き

経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
を
柱
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
新
入
会
員
の
方
へ
の
謝

意
と
と
も
に
述
べ
ま
し
た
。

　新
入
会
員
の
皆
さ
ん
の

　自
己
紹
介

　
会
長
の
挨
拶
の
後
は
正
副
会
長
、
支
部
長
、

委
員
長
お
よ
び
青
年
部
会
長
、
女
性
部
会
長
、

共
益
委
員
の
順
に
役
員
の
方
が
壇
上
に
上
が

り
、
全
員
が
司
会
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
歓
迎
会
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
受

託
３
社
（
大
同
生
命
、Ａ
Ｉ
Ｇ
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
）

の
代
表
者
も
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
は
２
組
に

分
か
れ
て
壇
上
に
上
が
り
、
拍
手
で
歓
迎
さ

れ
ま
し
た
。
時
間
の
関
係
上
、
法
人
名
と
出

三鷹地区の新入会員の皆さん

武蔵野地区と小金井地区の新入会員の皆さん

　
さ
る
２
月
15
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
よ

り
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

５
年
ぶ
り
と
な
る
新
入
会
員
歓
迎
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
成
29
年
４
月
以
降
に
武
蔵
野

法
人
会
に
入
会
さ
れ
た
23
人
の
新
入
会
員
に

加
え
、
正
副
会
長
、
常
任
理
事
、
各
支
部
の

支
部
長
、
共
益
委
員
等
の
役
員
を
含
め
66
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
刻
よ
り
10
分
遅
れ
た
午
後
５
時
40
分
、

共
益
委
員
会
の
安
藤
副
委
員
長
の
司
会
に
よ

り
第
一
部
の
歓
迎
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

席
者
名
だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
自
己
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　な
ご
や
か
に

　名
刺
交
換

　
第
一
部
の
終
了
後
、
15
分
弱
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
第
二
部
の
歓
迎
懇
親
会
は
、
午
後

7
時
に
ス
タ
ー
ト
。

　
共
益
委
員
会
の
岡
崎
副
委
員
長
の
乾
杯
の

音
頭
を
合
図
に
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
各

テ
ー
ブ
ル
で
名
刺
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

会
場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
今
回
は
支
部
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
分
け

ま
し
た
が
、
自
支
部
の
テ
ー
ブ
ル
に
と
ど
ま

ら
ず
、
役
員
の
方
が
新
入
会
員
の
方
と
と
も

に
会
場
を
回
り
、
他
支
部
の
役
員
の
方
や
新

入
会
員
の
方
に
紹
介
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
青
年

部
会
や
女
性
部
会
へ
の
勧
誘
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
両
部
会
の
入
会
申
込

書
を
当
日
の
資
料
に
同
封
し
た
こ
と
も
あ
り
、

翌
日
に
は
青
年
部
会
に
入
会
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
宴
も
た
け
な
わ
の
午
後
8
時
ち
ょ
う
ど
、

伊
藤
副
会
長
と
宮
下
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
長

の
「
末
広
が
り
の
五
本
締
め
」
に
よ
り
、
今
回

の
新
入
会
員
歓
迎
会
は
盛
況
裡
に
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

共
益
委
員
会
　   

新
入
会
員
歓
迎
会

報
告

こ
れ
か
ら
の
仲
間
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

66人が参加
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のご紹介
WELCOME

2017年
　  １月１日 ～ 2017年

　  12月31日
順不同／敬称略  2017年12月31日現在
入会申込書より引用新入

会員
吉
祥
寺
北一

ライブ・トゥルー株式会社
代表者：坂井　敏代
住所：武蔵野市中町３-２３-１３　　電話：0422-38-7832

［介護事業］吉
祥
寺
北
二

代表者：大西　将
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-２０-１１ カーサ・エスポワール103  電話：0422-56-8727

［建設業（リフォーム）］吉
祥
寺
北一

代表者：長谷川　正義
住所：武蔵野市吉祥寺南町１-１０-８

吉
祥
寺
南

ＡＬＬＥＹ
代表者：林　宏美
住所：武蔵野市吉祥寺本町１-１-４-２階  

［フラワーアレンジメント教室］吉
祥
寺
北一

株式会社 ネクストローカル
代表者：二宮　朗
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１５-１９ 吉祥寺アライビル３０２  電話：0422-47-1395

［イベント企画、クーポン事業］吉
祥
寺
南

株式会社 ビジュアライフ「スタジオかしゃっと。」
代表者：田中　豊
住所： 武蔵野市吉祥寺東町2-1-6 ドルチェ吉祥寺1F　電話：0422-27-6088

［写真業］吉
祥
寺
北一

Ｍ＆Ｓ ＹＡＭＡＤＡコンサルタンツ合同会社
代表者：山田　光彦
住所：武蔵野市吉祥寺南町２-２５-７　　電話：0422-39-9130

吉
祥
寺
南

株式会社 クレッセントフーズ
代表者：曽田　弘満
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-４-１１ ウインズ・ギャラリー７Ｆ　電話：0422-27-1947

［貿易業］吉
祥
寺
北一

ハビターレ株式会社
代表者：石塚　美惠子
住所：武蔵野市西久保１-１-１ 井野ビル２０１  電話：042-238-9958

［不動産業］

［コンサルタント業］

武
蔵
野
西

有限会社 マサグループ
代表者：中島　正晴
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-３５-１１ 元町スギビル１階  電話：0422-38-8744

［古時計修理、販売、輸入］吉
祥
寺
北一

株式会社 ＣＨＥＲＲＹ
代表者：福田　成宏
住所：武蔵野市関前３-４-１８　　電話：0422-51-8756

［不動産賃貸］武
蔵
野
西

代表者：岩澤　勝
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１０-７ ４Ｆ  電話：0422-21-2733

吉
祥
寺
北一

代表者：清本　正法
住所：武蔵野市境２-２-１２　　電話：0422-51-1841

［不動産賃貸業］

［加圧、ヨガ、筋膜リリース、コアトレーニング］

武
蔵
野
西

株式会社 Ｔサービス
代表者：武田　知之
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１２-２　　電話：0422-26-9949 

［ＯＡ機器販売］吉
祥
寺
北一

株式会社 ラク
代表者：生田目　砂月
住所：武蔵野市境２-１４-１０  クレール武蔵野３０１

武
蔵
野
西

株式会社 アドコンダクター
代表者：影山　篤
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１２-２ ＫＮ-ｌａｂ７号　電話：0422-27-1891

［広告代理業］吉
祥
寺
北一

株式会社 すまいの住空間
代表者：井口　護
住所：武蔵野市緑町１-１-１７　　電話：0422-60-3881

［不動産］

［舞台制作、芸能］

武
蔵
野
西

株式会社Office Breath
代表者：本多　夏帆
住所：武蔵野市中町３-１５-４　　電話：0422-90-2091

［コンサルティング、士業］吉
祥
寺
北
二

株式会社 演劇集団  円
代表者：橋爪　功
住所：三鷹市下連雀４-１４-３２ 興信三和ビル２号  電話：0422-29-8135

三
鷹
中
央

株式会社 Ｍａｌｌｏｗ Ｂｌｕｅ ［サービス業］株式会社 清本ビル

株式会社 方舟

株式会社 横浜銀行 吉祥寺支店

［情報通信開発］

［銀行業］

代表者：内田　義治
住所：武蔵野市吉祥寺本町１-１４-５　　電話：0422-20-6200

株式会社 たすかけ

どうぞよろしく
お願いします！

ようこそ！ようこそ！
　武蔵野法人会へ！　武蔵野法人会へ！

　こ
の
入
会
が
仲
間
づ
く
り
に

　役
立
つ
よ
う
に

　
ま
ず
、
当
事
業
の
担
当
委
員
会
で
あ
る
共

益
委
員
会
の
久
保
田
委
員
長
は
、
本
日
出
席

さ
れ
た
方
へ
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
や
未
だ
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た

め
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
方
も
含
め
、

平
成
29
年
度
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
会
員
す

べ
て
に
向
け
て
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
法
人
会
へ
の
入
会
を
今
後
の
仲
間
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
開
会
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

　「よ
き
経
営
者
を

　め
ざ
す
も
の
の
団
体
」

　
続
い
て
、
竹
内
会
長
が
「
よ
う
こ
そ
、
武

蔵
野
法
人
会
へ
！
」
と
歓
迎
の
挨
拶
に
立
ち

ま
し
た
。
冒
頭
で
は
法
人
会
の
歴
史
に
触
れ
、

昭
和
25
年
の
創
立
時
に
は
１
０
０
数
社
で
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
、
戦
後
の
混
乱
期
に
「
申

告
納
税
制
度
」
の
定
着
を
め
ざ
し
た
活
動
を

続
け
、
平
成
23
年
4
月
か
ら
は
公
益
社
団
法

人
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
団
体
と
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
、
創
立
当
初
か
ら
「
よ
き

経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
を
柱
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
新
入
会
員
の
方
へ
の
謝

意
と
と
も
に
述
べ
ま
し
た
。

　新
入
会
員
の
皆
さ
ん
の

　自
己
紹
介

　
会
長
の
挨
拶
の
後
は
正
副
会
長
、
支
部
長
、

委
員
長
お
よ
び
青
年
部
会
長
、
女
性
部
会
長
、

共
益
委
員
の
順
に
役
員
の
方
が
壇
上
に
上
が

り
、
全
員
が
司
会
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
歓
迎
会
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
受

託
３
社
（
大
同
生
命
、Ａ
Ｉ
Ｇ
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
）

の
代
表
者
も
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
は
２
組
に

分
か
れ
て
壇
上
に
上
が
り
、
拍
手
で
歓
迎
さ

れ
ま
し
た
。
時
間
の
関
係
上
、
法
人
名
と
出

三鷹地区の新入会員の皆さん

武蔵野地区と小金井地区の新入会員の皆さん

　
さ
る
２
月
15
日
（
木
）
午
後
５
時
30
分
よ

り
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

５
年
ぶ
り
と
な
る
新
入
会
員
歓
迎
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
成
29
年
４
月
以
降
に
武
蔵
野

法
人
会
に
入
会
さ
れ
た
23
人
の
新
入
会
員
に

加
え
、
正
副
会
長
、
常
任
理
事
、
各
支
部
の

支
部
長
、
共
益
委
員
等
の
役
員
を
含
め
66
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
刻
よ
り
10
分
遅
れ
た
午
後
５
時
40
分
、

共
益
委
員
会
の
安
藤
副
委
員
長
の
司
会
に
よ

り
第
一
部
の
歓
迎
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

席
者
名
だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
自
己
紹
介

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　な
ご
や
か
に

　名
刺
交
換

　
第
一
部
の
終
了
後
、
15
分
弱
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
第
二
部
の
歓
迎
懇
親
会
は
、
午
後

7
時
に
ス
タ
ー
ト
。

　
共
益
委
員
会
の
岡
崎
副
委
員
長
の
乾
杯
の

音
頭
を
合
図
に
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
各

テ
ー
ブ
ル
で
名
刺
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

会
場
は
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
今
回
は
支
部
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
分
け

ま
し
た
が
、
自
支
部
の
テ
ー
ブ
ル
に
と
ど
ま

ら
ず
、
役
員
の
方
が
新
入
会
員
の
方
と
と
も

に
会
場
を
回
り
、
他
支
部
の
役
員
の
方
や
新

入
会
員
の
方
に
紹
介
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
青
年

部
会
や
女
性
部
会
へ
の
勧
誘
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
両
部
会
の
入
会
申
込

書
を
当
日
の
資
料
に
同
封
し
た
こ
と
も
あ
り
、

翌
日
に
は
青
年
部
会
に
入
会
さ
れ
た
方
も
お

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
宴
も
た
け
な
わ
の
午
後
8
時
ち
ょ
う
ど
、

伊
藤
副
会
長
と
宮
下
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
長

の
「
末
広
が
り
の
五
本
締
め
」
に
よ
り
、
今
回

の
新
入
会
員
歓
迎
会
は
盛
況
裡
に
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

共
益
委
員
会
　   

新
入
会
員
歓
迎
会

報
告

こ
れ
か
ら
の
仲
間
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

66人が参加
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

91

そ
の

税理士がお答えします

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q
　今
月
の
お
悩
み

贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

A
　回
答
：
税
理
士

　
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
婚
姻
期
間
が
20
年
以
上

の
夫
婦
の
間
で
、
居
住
用
不
動
産
又
は
居
住
用
不
動
産
を
取

得
す
る
た
め
の
金
銭
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
、
基
礎
控
除

110
万
円
の
ほ
か
に
最
高
２
、０
０
０
万
円
ま
で
控
除
（
配
偶
者

控
除
）
で
き
る
と
い
う
特
例
で
、
次
の
条
件
を
充
た
す
場
合

に
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
①
　
夫
婦
の
婚
姻
期
間
が
20
年
を
過
ぎ
た
後
に
贈
与
が
行

わ
れ
た
こ
と

　
②
　
配
偶
者
か
ら
贈
与
さ
れ
た
財
産
が
、
自
分
が
住
む
た

め
の
国
内
の
居
住
用
不
動
産
で
あ
る
こ
と
又
は
居
住
用

不
動
産
を
取
得
す
る
た
め
の
金
銭
で
あ
る
こ
と

　
③
　
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
贈
与

に
よ
り
取
得
し
た
国
内
の
居
住
用
不
動
産
又
は
贈
与
を

受
け
た
金
銭
で
取
得
し
た
国
内
の
居
住
用
不
動
産
に
、

贈
与
を
受
け
た
者
が
現
実
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
後
も

引
き
続
き
住
む
見
込
み
で
あ
る
こ
と

（
注
）
配
偶
者
控
除
は
同
じ
配
偶
者
か
ら
の
贈
与
に
つ
い
て
は
一

生
に
一
度
し
か
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

⒈
　
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
以

後
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本

⒉
　
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
以

後
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
の
附
表
の
写
し

⒊
　
居
住
用
不
動
産
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
書
類
で

贈
与
を
受
け
た
人
が
そ
の
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ

と
を
証
す
る
も
の

⒋
　
上
記
の
書
類
の
ほ
か
に
、
金
銭
で
は
な
く
居
住
用
不
動

産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
居
住
用
不
動
産
を
評

価
す
る
た
め
の
書
類
（
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
、
土
地
等

の
評
価
明
細
書
な
ど
）

　
以
上
が
、
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
の
概
要
で
す
が
、

居
住
用
不
動
産
は
上
記
の
よ
う
に
贈
与
を
受
け
た
配
偶
者
が

居
住
す
る
た
め
の
国
内
の
家
屋
又
は
そ
の
家
屋
の
敷
地
で
す
。

居
住
用
家
屋
の
敷
地
に
は
借
地
権
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
に
、
居
住
用
家
屋
と
そ
の
敷
地
は
一
括
し
て
贈
与
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
居
住
用
家
屋
の
み
あ
る
い
は
居
住
用
家
屋

の
敷
地
の
み
贈
与
を
受
け
た
場
合
も
配
偶
者
控
除
を
適
用
で

き
ま
す
。
こ
の
居
住
用
家
屋
の
敷
地
の
み
の
贈
与
に
つ
い
て

配
偶
者
控
除
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⒈
　
夫
又
は
妻
が
居
住
用
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

⒉
　
贈
与
を
受
け
た
配
偶
者
と
同
居
す
る
親
族
が
居
住
用
家

屋
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

　
具
体
的
に
は
、
妻
が
居
住
用
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
、
そ

の
夫
が
敷
地
を
所
有
し
て
い
る
と
き
に
妻
が
夫
か
ら
そ
の
敷

地
の
贈
与
を
受
け
る
場
合
、
夫
婦
と
子
供
が
同
居
し
て
い
て
、

そ
の
居
住
用
家
屋
の
所
有
者
が
子
供
で
敷
地
の
所
有
者
が
夫

で
あ
る
と
き
に
、
妻
が
夫
か
ら
そ
の
敷
地
の
贈
与
を
受
け
る

場
合
に
も
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
居
住
用
家
屋
の

敷
地
の
一
部
の
贈
与
の
場
合
、
居
住
用
家
屋
の
敷
地
が
借
地

権
の
と
き
に
金
銭
の
贈
与
を
受
け
て
、
地
主
か
ら
底
地
を
購

入
し
た
場
合
も
、
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、

配
偶
者
控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。

　
店
舗
兼
住
宅
の
持
分
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
、
居
住
用

部
分
か
ら
優
先
的
に
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
し
て
配
偶
者
控

除
を
適
用
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

取
扱
い
は
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
を
適
用
す
る
場
合
に
限
り

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
居
住
用
部
分
が
お
お

む
ね
90
％
以
上
の
場
合
は
全
て
居
住
用
不
動
産
と
し
て
扱
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
贈
与
し
た
配
偶

者
の
相
続
税
の
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
規
定
の
適
用
が
な

い
の
で
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
贈
与
の
場
合
に
は
、
登
録
免

許
税
と
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

株式会社 蓮見ガーデン
代表者：蓮見　敦司
住所：西東京市北町１-３-３０　　電話：042-448-1873

［造園業］三
鷹
中
央

合同会社 エス・アイ・コーポレーション
代表者：前田　隆
住所：三鷹市大沢４-５-９　　電話：0422-31-5510

［不動産コンサルタント］三
鷹
西

株式会社 サタケプランニングオフィス
代表者：佐竹　昭治
住所：三鷹市下連雀３-２７-１ 三協ビル　電話：0422-24-9818

［広告業］三
鷹
中
央

空想絵画工房合同会社
代表者：千葉　賢二
住所：小金井市前原町４-２３-７　　電話：042-315-0829

［絵画販売］小
金
井
南

株式会社 若木屋
代表者：浦野　英明
住所：武蔵野市吉祥寺東町２-２３-２１　電話：0422-27-2409

［グラフィックデザイン、イベント、メディア業］三
鷹
中
央

大和証券株式会社
代表者：高柳　雅弘
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１-１０　　電話：0422-22-9311

［金融業］小
金
井
南

ＹＳＫ合同会社
代表者：吉岡　洋子
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-１３-５　　電話：0422-90-1171

［化粧品、企画、販売］

［飲食業］

三
鷹
中
央

カラオケ館 武蔵小金井駅前店
代表者：大石　団
住所：小金井市本町１-１８-９ 小金井B&Vビル　電話：042-382-6120

［サービス業 (カラオケBOX)］小
金
井
南

株式会社 モアリトル オイスターバル吉祥寺スパイラル
代表者：佐藤　勇士
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１４-１３ １Ｆ  電話：0422-27-2393

三
鷹
中
央

株式会社 いちえもん やきとりにしだ場
代表者：小栁　淳嗣
住所：小金井市本町１-１９-８-１Ｆ　　電話：042-316-3278

小
金
井
南

デバッガーズ合同会社
代表者：増田　仁
住所：三鷹市下連雀４-２１-１４　　

［情報サービス］井
の
頭

株式会社 アイナ
代表者：山田　厚子
住所：小金井市本町２-１９-２０　　電話：042-380-7778

小
金
井
北

株式会社 スーパーホーネット
代表者：島津　徹三
住所：三鷹市牟礼５-５-６-205　　電話：0422-24-9152

［配送業］井
の
頭

株式会社 Ｋ’ｓコーポレーション
代表者：奈良　光治
住所：小金井市本町５-８-３　　電話：042-316-4365

小
金
井
北

カタリスト合同会社
代表者：小塩　美里
住所：三鷹市牟礼７-４-２５-2　　電話：0422-77-0869

［サービス(リサーチ、コンサル、執筆)］井
の
頭

有限会社 ランドスケープ測量設計
代表者：中津川　雅之
住所：小金井市本町５-２２-２１　　電話：042-388-1750

小
金
井
北

日の出屋製菓産業株式会社 ささら屋東京三鷹店
代表者：蕪山　真由美
住所：三鷹市牟礼５-３-５　　電話：0422-46-1741

三
鷹
東

株式会社 誠
代表者：中村　文亮
住所：小金井市本町５-１２-１４　　電話：042-316-6905

小
金
井
北

株式会社 アニキ
代表者：曾布川（総務部）
住所：三鷹市新川６-１-３　　電話：0422-24-8808

［放送映像制作、技術］

［管工事（建設業）］

［販売］

三
鷹
東

Ｅａｒｔｈ Ｅｃｏｌｏｇｙ Ｓｙｓｔｅｍ株式会社
代表者：大沼　幸治
住所：三鷹市北野１-２-２７　　電話：0422-26-7251

三
鷹
東

株式会社 STUDIO ViV
代表者：田村　ゆり
住所：三鷹市上連雀６-１２-３ レジデンスさとう２０１  電話：050-1066-4639

［主にアニメの映像撮影と編集］三
鷹
西

［不動産コンサルティング］

［不動産業］

［整骨院］

［測量、登記、土木設計、調査］

［やきとり屋］
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

91

そ
の

税理士がお答えします

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q
　今
月
の
お
悩
み

贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

A
　回
答
：
税
理
士

　
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
婚
姻
期
間
が
20
年
以
上

の
夫
婦
の
間
で
、
居
住
用
不
動
産
又
は
居
住
用
不
動
産
を
取

得
す
る
た
め
の
金
銭
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
、
基
礎
控
除

110
万
円
の
ほ
か
に
最
高
２
、０
０
０
万
円
ま
で
控
除
（
配
偶
者

控
除
）
で
き
る
と
い
う
特
例
で
、
次
の
条
件
を
充
た
す
場
合

に
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
①
　
夫
婦
の
婚
姻
期
間
が
20
年
を
過
ぎ
た
後
に
贈
与
が
行

わ
れ
た
こ
と

　
②
　
配
偶
者
か
ら
贈
与
さ
れ
た
財
産
が
、
自
分
が
住
む
た

め
の
国
内
の
居
住
用
不
動
産
で
あ
る
こ
と
又
は
居
住
用

不
動
産
を
取
得
す
る
た
め
の
金
銭
で
あ
る
こ
と

　
③
　
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
贈
与

に
よ
り
取
得
し
た
国
内
の
居
住
用
不
動
産
又
は
贈
与
を

受
け
た
金
銭
で
取
得
し
た
国
内
の
居
住
用
不
動
産
に
、

贈
与
を
受
け
た
者
が
現
実
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
後
も

引
き
続
き
住
む
見
込
み
で
あ
る
こ
と

（
注
）
配
偶
者
控
除
は
同
じ
配
偶
者
か
ら
の
贈
与
に
つ
い
て
は
一

生
に
一
度
し
か
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

⒈
　
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
以

後
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本

⒉
　
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
以

後
に
作
成
さ
れ
た
戸
籍
の
附
表
の
写
し

⒊
　
居
住
用
不
動
産
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
書
類
で

贈
与
を
受
け
た
人
が
そ
の
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ

と
を
証
す
る
も
の

⒋
　
上
記
の
書
類
の
ほ
か
に
、
金
銭
で
は
な
く
居
住
用
不
動

産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
居
住
用
不
動
産
を
評

価
す
る
た
め
の
書
類
（
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書
、
土
地
等

の
評
価
明
細
書
な
ど
）

　
以
上
が
、
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
の
概
要
で
す
が
、

居
住
用
不
動
産
は
上
記
の
よ
う
に
贈
与
を
受
け
た
配
偶
者
が

居
住
す
る
た
め
の
国
内
の
家
屋
又
は
そ
の
家
屋
の
敷
地
で
す
。

居
住
用
家
屋
の
敷
地
に
は
借
地
権
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
に
、
居
住
用
家
屋
と
そ
の
敷
地
は
一
括
し
て
贈
与
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
居
住
用
家
屋
の
み
あ
る
い
は
居
住
用
家
屋

の
敷
地
の
み
贈
与
を
受
け
た
場
合
も
配
偶
者
控
除
を
適
用
で

き
ま
す
。
こ
の
居
住
用
家
屋
の
敷
地
の
み
の
贈
与
に
つ
い
て

配
偶
者
控
除
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⒈
　
夫
又
は
妻
が
居
住
用
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

⒉
　
贈
与
を
受
け
た
配
偶
者
と
同
居
す
る
親
族
が
居
住
用
家

屋
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

　
具
体
的
に
は
、
妻
が
居
住
用
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
、
そ

の
夫
が
敷
地
を
所
有
し
て
い
る
と
き
に
妻
が
夫
か
ら
そ
の
敷

地
の
贈
与
を
受
け
る
場
合
、
夫
婦
と
子
供
が
同
居
し
て
い
て
、

そ
の
居
住
用
家
屋
の
所
有
者
が
子
供
で
敷
地
の
所
有
者
が
夫

で
あ
る
と
き
に
、
妻
が
夫
か
ら
そ
の
敷
地
の
贈
与
を
受
け
る

場
合
に
も
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
居
住
用
家
屋
の

敷
地
の
一
部
の
贈
与
の
場
合
、
居
住
用
家
屋
の
敷
地
が
借
地

権
の
と
き
に
金
銭
の
贈
与
を
受
け
て
、
地
主
か
ら
底
地
を
購

入
し
た
場
合
も
、
居
住
用
不
動
産
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、

配
偶
者
控
除
を
適
用
で
き
ま
す
。

　
店
舗
兼
住
宅
の
持
分
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
は
、
居
住
用

部
分
か
ら
優
先
的
に
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
し
て
配
偶
者
控

除
を
適
用
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の

取
扱
い
は
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
を
適
用
す
る
場
合
に
限
り

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
居
住
用
部
分
が
お
お

む
ね
90
％
以
上
の
場
合
は
全
て
居
住
用
不
動
産
と
し
て
扱
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
贈
与
税
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
贈
与
し
た
配
偶

者
の
相
続
税
の
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
規
定
の
適
用
が
な

い
の
で
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
贈
与
の
場
合
に
は
、
登
録
免

許
税
と
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

株式会社 蓮見ガーデン
代表者：蓮見　敦司
住所：西東京市北町１-３-３０　　電話：042-448-1873

［造園業］三
鷹
中
央

合同会社 エス・アイ・コーポレーション
代表者：前田　隆
住所：三鷹市大沢４-５-９　　電話：0422-31-5510

［不動産コンサルタント］三
鷹
西

株式会社 サタケプランニングオフィス
代表者：佐竹　昭治
住所：三鷹市下連雀３-２７-１ 三協ビル　電話：0422-24-9818

［広告業］三
鷹
中
央

空想絵画工房合同会社
代表者：千葉　賢二
住所：小金井市前原町４-２３-７　　電話：042-315-0829

［絵画販売］小
金
井
南

株式会社 若木屋
代表者：浦野　英明
住所：武蔵野市吉祥寺東町２-２３-２１　電話：0422-27-2409

［グラフィックデザイン、イベント、メディア業］三
鷹
中
央

大和証券株式会社
代表者：高柳　雅弘
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１-１０　　電話：0422-22-9311

［金融業］小
金
井
南

ＹＳＫ合同会社
代表者：吉岡　洋子
住所：武蔵野市吉祥寺本町３-１３-５　　電話：0422-90-1171

［化粧品、企画、販売］

［飲食業］

三
鷹
中
央

カラオケ館 武蔵小金井駅前店
代表者：大石　団
住所：小金井市本町１-１８-９ 小金井B&Vビル　電話：042-382-6120

［サービス業 (カラオケBOX)］小
金
井
南

株式会社 モアリトル オイスターバル吉祥寺スパイラル
代表者：佐藤　勇士
住所：武蔵野市吉祥寺本町２-１４-１３ １Ｆ  電話：0422-27-2393

三
鷹
中
央

株式会社 いちえもん やきとりにしだ場
代表者：小栁　淳嗣
住所：小金井市本町１-１９-８-１Ｆ　　電話：042-316-3278

小
金
井
南

デバッガーズ合同会社
代表者：増田　仁
住所：三鷹市下連雀４-２１-１４　　

［情報サービス］井
の
頭

株式会社 アイナ
代表者：山田　厚子
住所：小金井市本町２-１９-２０　　電話：042-380-7778

小
金
井
北

株式会社 スーパーホーネット
代表者：島津　徹三
住所：三鷹市牟礼５-５-６-205　　電話：0422-24-9152

［配送業］井
の
頭

株式会社 Ｋ’ｓコーポレーション
代表者：奈良　光治
住所：小金井市本町５-８-３　　電話：042-316-4365

小
金
井
北

カタリスト合同会社
代表者：小塩　美里
住所：三鷹市牟礼７-４-２５-2　　電話：0422-77-0869

［サービス(リサーチ、コンサル、執筆)］井
の
頭

有限会社 ランドスケープ測量設計
代表者：中津川　雅之
住所：小金井市本町５-２２-２１　　電話：042-388-1750

小
金
井
北

日の出屋製菓産業株式会社 ささら屋東京三鷹店
代表者：蕪山　真由美
住所：三鷹市牟礼５-３-５　　電話：0422-46-1741

三
鷹
東

株式会社 誠
代表者：中村　文亮
住所：小金井市本町５-１２-１４　　電話：042-316-6905

小
金
井
北

株式会社 アニキ
代表者：曾布川（総務部）
住所：三鷹市新川６-１-３　　電話：0422-24-8808

［放送映像制作、技術］

［管工事（建設業）］

［販売］

三
鷹
東

Ｅａｒｔｈ Ｅｃｏｌｏｇｙ Ｓｙｓｔｅｍ株式会社
代表者：大沼　幸治
住所：三鷹市北野１-２-２７　　電話：0422-26-7251

三
鷹
東

株式会社 STUDIO ViV
代表者：田村　ゆり
住所：三鷹市上連雀６-１２-３ レジデンスさとう２０１  電話：050-1066-4639

［主にアニメの映像撮影と編集］三
鷹
西

［不動産コンサルティング］

［不動産業］

［整骨院］

［測量、登記、土木設計、調査］

［やきとり屋］
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 武蔵野税務署からのお知らせ

◯今までは、忙しい時に銀行の窓口やＡＴＭに並んで、
納付していたのが、ｅーＴａｘの画面でそのまま振替処
理ができるので、非常に楽になりました。
　また、インターネットバンキングのような複雑な処理
も不要なので、機械が苦手な人でも使えます。

2018年6月15日（金）　第52回 通常総会

MUSASHINO HOUJINKAI
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VENT 行事予定E S CHEDULE

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I https://www.musashino-hojinkai.or.jp/

3月 4 月

●武蔵野法人会会員総数＝3,255名　●加入率＝29.9％（2018年1月末現在）

〒180-0006 武蔵野市中町 2-11-13（三鷹ビル3階）
TEL. 0422-51-1441   FAX. 0422-55-5544
E-mail : mhoujin@jcom.zaq.ne.jp
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今後の予定：

日 曜 行          事
1 木
2 金 税務研修会・法人税申告書作成講座
3 土
4 日
5 月 不動産賃貸経営専門部会　役員会

青年部会　役員会
6 火 武蔵野西支部　役員会

公益委員会
7 水 税務研修会・法人税申告書作成講座
8 木 吉祥寺北第一支部　役員会

井の頭支部　交流会
小金井地区合同ボウリング大会
女性部会　役員会・研修会

9 金 三鷹中央支部　役員会・研修会
10 土
11 日
12 月
13 火 正副会長会議

吉祥寺北第二支部　役員会・研修会
法人会　説明会

14 水
15 木
16 金 常任理事会・理事会

運輸専門部会　研修会
三鷹西支部　役員会

17 土
18 日 第６回「税に関する絵はがきコンクール」表彰式
19 月 士業専門部会　研修交流会
20 火
21 水 （春分の日）
22 木 決算法人説明会①

三鷹東支部　日帰り研修
23 金 決算法人説明会②

「がん保険」研修会
会員交流会　＃３

24 土
25 日
26 月
27 火 広報委員会
28 水
29 木
30 金
31 土

（2018年2月6日現在）

日 曜 行          事
1 日 第26回武蔵野桜まつり
2 月 青年部会　役員会
3 火
4 水
5 木 女性部会役員会・全体会議
6 金
7 土
8 日

9 月 吉祥寺北第一支部　全体会議
吉祥寺南支部　全体会議

10 火 吉祥寺北第二支部　全体会議
11 水 不動産賃貸経営専門部会　全体会議

12 木 公益委員会
第13回法人会全国女性フォーラム(山梨)

13 金 武蔵野西支部　全体会議
14 土
15 日
16 月 士業専門部会　全体会議
17 火 新設法人説明会

広報委員会
18 水 決算法人説明会
19 木 青年部会　全体会議
20 金 小金井地区2支部　全体会議
21 土
22 日
23 月 総務委員会
24 火 三鷹地区４支部　全体会議
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日 （昭和の日）
30 月 （昭和の日　振替休日）

（2018年2月6日現在）
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